
コ
　
ン

ト
の
磁
含
欝
浦
店
帯
思
想

（
二
）

米
田
庄
太
郎
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ロ
ラ

　
　
　
　
　
　
三
第
二
期
に
於
け
る
並
置
連
帯
思
想

　
　
　
　
　
　
（

　
前
籔
に
於
て
述
べ
し
露
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、
コ
ン
ト
は
實
質
的
に
は
既
に
彼
の
思
想
生

活
の
第
一
期
に
於
て
、
魁
會
連
帯
思
想
を
大
際
上
腕
翻
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
れ
は
さ

き
に
述
べ
し
如
く
、
新
に
冠
愈
學
を
建
設
し
て
、
令
室
學
的
に
就
會
を
改
造
せ
ん
こ
す
る
彼
の
根
本

的
主
旨
の
上
か
ら
考
へ
て
、
雷
然
で
あ
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
彼
の
第
一
期
の

著
作
中
に
は
、
彼
は
連
帯
（
一
9
　
ω
○
一
｛
仙
9
四
一
け
O
U
）
或
は
魅
會
連
帯
（
訂
ω
o
ま
9
昏
げ
の
o
o
脚
9
ε
ご
云
ふ
語
を
全
く
用

ひ
て
居
な
い
。
而
し
て
彼
の
第
二
期
を
代
表
す
る
彼
の
紀
念
醜
大
著
作
「
三
冠
食
糧
講
義
」
（
∩
。
g
「
ω

脅
唱
峯
塗
。
℃
霞
。
℃
o
ω
蹄
融
く
Φ
）
に
顧
て
も
、
千
八
百
三
十
九
年
に
公
に
せ
る
第
四
懇
祇
骨
堂
學
の
理
論
的

部
門
」
（
募
讐
蕊
。
（
δ
⑱
諺
ρ
叶
同
ρ
ま
号
冨
℃
窪
。
ω
o
営
Φ
切
o
o
芭
Φ
）
の
中
に
始
め
て
此
の
語
を
用
ひ
て
居
る
。

爾
ほ
余
の
調
ら
べ
た
露
で
は
、
彼
が
同
懇
中
始
め
て
此
の
語
を
用
ひ
て
居
る
の
は
百
四
十
四
頁
に

　
　
　
　
ゴ
ン
ト
の
融
倉
蓮
響
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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折
筒
墨
・
研
究
　
　
策
九
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
入

簸
て
“
あ
る
Q
但
し
是
れ
は
余
の
調
査
の
粗
漏
な
り
し
が
纏
め
で
、
至
れ
“
以
前
に
も
彼
は
何
慮
か

で
此
の
語
を
用
ひ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ご
に
か
く
彼
が
盛
に
連
帯
ご
云
ふ
語
を
並
び
畿
し

た
の
は
、
同
頁
以
後
で
あ
る
の
で
あ
る
Q

　
省
ほ
注
意
す
可
き
は
、
コ
ン
ト
が
連
帯
ご
云
ふ
語
を
始
め
て
用
ひ
た
の
は
、
諸
科
學
間
に
於
け
る

相
識
不
離
或
ほ
相
互
依
存
の
關
係
を
表
示
す
る
た
め
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
右
の
第
四
懇
百
四

十
四
頁
に
撃
て
、
彼
が
始
め
て
此
の
語
を
用
ひ
た
る
は
、
左
の
場
合
に
激
て
や
あ
る
。

　
　
新
政
帰
塁
學
を
必
然
的
に
特
質
附
け
ね
ば
な
ら
諏
ご
思
は
れ
る
粘
着
性
或
は
結
合
性
及
び

　
同
質
性
を
総
括
的
に
驚
異
す
る
爲
め
に
は
、
最
後
に
、
此
の
哲
學
は
か
く
て
現
在
に
關
し
て
も
亦

　
過
去
に
聾
し
て
も
、
種
存
な
る
斌
會
的
掘
念
の
全
母
系
に
立
て
、
最
ご
も
完
全
な
る
連
結
を
確
立

　
す
る
ご
同
時
に
、
叉
此
の
膿
系
を
自
然
哲
學
の
総
量
に
、
直
接
な
叉
不
可
分
的
な
仕
方
で
結
び
附

　
け
る
ご
云
ふ
こ
ご
を
、
注
意
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
但
し
資
然
哲
學
は
此
の
際
右
の
避
く

　
可
か
ら
ざ
る
蟹
張
に
よ
り
て
完
成
さ
れ
、
夫
よ
り
し
て
走
れ
ま
で
は
懸
魚
塞
想
的
で
あ
っ
た
知

　
力
的
統
一
の
永
久
的
決
定
的
な
一
状
態
を
實
現
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
歌
態
に
於
て

　
は
、
人
聞
の
概
念
の
主
要
な
る
諸
部
類
の
総
て
が
、
必
然
的
に
同
一
の
基
本
的
一
方
法
に
從
ひ
、
一

　
切
の
有
り
得
る
諸
現
象
に
移
し
て
、
同
質
的
諸
法
期
の
合
理
的
桶
系
刻
を
呈
出
す
る
で
あ
ら
う
。
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又
一
の
簾
格
な
る
心
添
の
位
階
離
秩
序
は
、
其
等
の
同
質
的
法
期
の
合
理
的
一
系
列
を
、
精
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
整
列
す
る
に
隠
る
で
あ
ら
う
○
此
の
必
然
的
連
帯
の
考
察
は
、
疑
ひ
も
な
く
、
特
に
科
學
的
の
も

　
の
こ
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
も
余
は
此
の
際
之
を
表
示
し
．
指
摘
す
る
こ
ご
が
必
要

　
で
あ
る
と
判
定
し
た
。
是
れ
か
、
る
連
結
は
明
ら
か
に
新
政
治
哲
學
の
漸
次
的
勢
力
増
進
を

　
助
け
る
傾
向
を
有
す
る
強
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
Q
　
（
℃
・
℃
・
目
轟
嘉
i
囲
轟
9
■
）

　
コ
ン
ト
は
諸
科
學
．
は
其
の
鋼
象
の
普
遍
性
の
漸
次
的
減
少
、
複
合
性
の
漸
次
的
増
加
及
び
人
聞

ビ
の
利
害
關
係
の
漸
次
的
増
沸
を
標
準
こ
し
て
、
位
階
的
に
舜
類
せ
ら
れ
，
一
定
の
位
階
的
秩
序
或

は
膿
系
を
な
す
も
の
ご
見
る
ε
同
時
に
、
叉
彼
等
の
悶
に
相
互
尊
墨
の
關
係
が
存
す
る
も
の
こ
考

へ
た
の
で
、
諸
科
學
問
に
存
す
る
密
接
な
關
係
の
存
す
る
を
誰
明
す
る
は
、
實
に
彼
の
科
學
分
類
の

剛
特
徴
、
随
ふ
て
又
彼
の
實
思
考
學
一
般
の
一
興
徴
で
あ
る
の
で
あ
る
。
　
コ
ン
ト
は
機
會
あ
る
毎

に
、
各
科
學
が
其
の
上
に
位
す
る
準
規
こ
も
、
亦
其
の
下
に
位
す
る
科
學
ご
も
、
甚
だ
密
接
な
る
關
係

を
有
す
る
こ
ご
も
詳
し
く
論
卸
し
て
居
る
。
彼
の
考
へ
る
庭
に
よ
れ
ば
、
各
科
學
は
下
位
の
科
學

か
ら
其
の
方
法
を
受
け
て
、
之
れ
に
膚
己
特
有
の
方
法
を
加
へ
、
更
に
宿
己
の
方
法
全
膿
を
上
位
の

科
學
に
逡
る
。
而
し
て
頭
芋
の
位
階
的
秩
序
に
於
て
、
最
高
位
を
占
め
、
随
ふ
て
総
て
の
他
の
科
學

の
影
響
を
受
け
る
祉
愈
學
も
亦
、
総
て
の
他
の
科
學
の
上
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
コ
ン
卸
の
瀞
脚
台
島
蓮
轡
m
心
相
仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
九
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哲
學
研
究
第
九
十
☆
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

爾
ほ
コ
ン
ト
は
軍
純
な
る
二
男
的
問
題
の
研
究
も
、
幾
多
の
科
罰
の
協
力
を
要
す
る
ε
考
へ
た
。

か
く
て
罪
科
學
ば
其
の
方
法
に
喫
し
て
も
、
亦
其
の
目
的
に
關
し
て
も
、
縮
互
的
に
貸
借
關
係
を
有

す
る
の
で
め
る
。
瀬
し
て
コ
ン
ト
は
諸
物
學
聞
に
存
す
る
右
の
瀾
係
を
、
實
謹
哲
學
第
四
憲
以
前

の
著
作
に
於
て
幾
度
も
論
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
同
憲
百
四
十
四
頁
に
於
て
。
始
め
て
此
の
科

學
間
の
關
係
を
連
帯
（
囲
P
ω
O
凝
q
9
『
h
叶
Φ
）
ご
聡
し
、
夫
れ
よ
り
更
に
諸
般
の
直
話
現
象
に
於
け
る
門
標
の

開
店
を
も
亦
連
精
ご
閉
し
、
二
二
及
び
連
帯
的
（
ω
〇
一
一
亀
9
｛
憎
O
）
ご
云
ふ
語
を
盛
ん
に
用
ひ
て
居
る
の
で

あ
る
。
然
ら
ば
コ
ン
ト
は
何
故
に
此
の
頃
か
ら
し
て
連
帯
及
び
連
帯
的
ご
云
ふ
語
を
切
り
に
用

ひ
出
し
た
か
。
著
れ
は
余
の
知
る
麩
で
は
、
ま
だ
何
れ
の
コ
ン
ト
研
究
者
も
注
意
し
て
居
な
い
問

題
に
し
て
、
余
も
ま
だ
詳
し
く
は
研
究
し
て
居
な
い
で
、
此
慮
に
は
只
余
の
思
ひ
つ
い
た
事
を
少
し

く
述
べ
る
に
止
め
る
。

　
夫
れ
肚
會
連
帯
思
想
が
、
第
十
九
世
紀
の
前
宇
紀
の
盗
り
頃
か
ら
、
佛
薗
の
思
想
界
に
普
及
せ
る

こ
ご
に
就
て
、
最
ビ
も
功
績
の
あ
っ
た
最
初
の
人
は
、
離
塁
に
ピ
エ
ル
、
ル
ル
ー
（
一
、
凶
Φ
幕
滞
δ
黄
M
ぐ
り
＼
1

蕊
＼
同
）
で
あ
る
ご
云
は
れ
て
居
る
が
、
彼
は
其
の
著
「
テ
マ
レ
ッ
の
同
盟
罷
業
」
（
囲
効
の
勘
く
。
器
Q
Q
農
高
慌
。
N
．

o
＜
○
扁
・
剛
。
。
α
ω
）
の
中
に
、

　
　
余
は
始
め
て
連
帯
ご
云
ふ
語
を
法
律
家
か
ら
借
り
て
哲
學
に
、
詳
し
く
云
へ
ば
、
余
の
見
解
に
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從
へ
ば
、
宗
蕨
に
楡
暮
し
た
の
で
。
余
は
つ
ま
り
入
問
の
連
帯
（
δ
ω
亀
畠
驚
α
ぎ
B
鱒
團
9
）
を
以
て
、
基
督

　
敢
の
慈
善
に
取
り
代
へ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
○

　
ご
云
ふ
て
居
る
。
而
し
て
ビ
エ
ル
、
ル
ル
ー
の
研
究
に
就
て
、
今
日
ま
で
の
慮
で
、
最
ε
も
勝
れ
た

る
著
作
ご
認
め
ら
れ
る
置
き
ぺ
、
フ
エ
ソ
ク
ス
、
ト
マ
氏
の
「
ビ
エ
ル
、
ル
ル
ー
」
（
即
｝
づ
魯
醤
越
び
。
ヨ
9
3
団
凶
興
δ

H
題
9
節
●
G
り
ρ
鼠
ρ
ω
8
0
0
二
護
ρ
鋒
U
O
9
『
庁
ρ
お
。
も
に
は
、

　
　
假
倉
ビ
エ
ル
、
ル
ル
ー
は
此
の
語
を
創
造
し
た
ご
云
ふ
功
績
を
有
し
な
い
ご
し
て
も
、
少
な
く

　
も
彼
は
此
の
語
に
、
（
彼
の
同
学
の
人
々
の
著
作
が
謹
明
す
る
が
如
く
、
）
汎
く
用
ひ
ら
れ
、
又
其
後
今

　
日
ま
で
保
持
さ
れ
て
居
る
威
の
、
甚
だ
精
細
な
特
殊
な
意
味
を
與
へ
た
こ
云
ふ
功
績
を
有
す
る
。

　
（
℃
’
8
H
）

　
ビ
云
ふ
て
居
る
。
併
し
ピ
エ
ル
、
ル
ル
ー
が
其
の
著
作
に
於
て
此
の
語
を
始
め
て
用
ひ
た
の
は
、

何
年
頃
で
あ
る
か
。
「
サ
マ
レ
ッ
の
同
盟
罷
業
」
は
寧
ろ
彼
の
晩
年
の
作
に
し
て
、
彼
は
夫
れ
以
前
に

多
数
の
著
書
及
び
論
文
を
公
に
し
て
居
る
。
併
し
墨
入
百
三
十
九
年
穿
ち
コ
ン
ト
の
實
謹
暫
學

講
義
第
四
憲
の
公
に
さ
れ
し
以
前
に
、
ピ
エ
〃
、
ル
ル
ー
の
公
に
し
て
居
る
の
は
、
ゲ
！
プ
の
ウ
エ
ル

タ
ル
の
翻
謬
ご
二
三
の
小
冊
子
だ
け
で
あ
る
。
然
る
に
昇
等
の
小
冊
子
や
翻
繹
は
京
都
帝
國
大

聖
の
確
説
館
や
研
究
室
に
は
見
當
ら
な
い
の
で
、
調
べ
る
こ
ご
は
串
來
な
い
。
併
し
其
等
の
小
冊

　
　
　
　
コ
ン
下
の
鮭
倉
蓮
帯
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
「
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暫
紅
申
研
究
　
　
第
九
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

子
の
題
名
か
ら
考
へ
る
ビ
、
ピ
エ
〃
、
ル
ル
ー
は
未
だ
其
等
の
小
冊
子
に
於
て
は
連
帯
な
ぞ
ご
云
ふ

語
は
用
ひ
て
居
ま
い
ご
思
ふ
Q
（
余
は
他
日
ビ
エ
ル
、
ル
ル
ー
の
肚
二
連
誉
思
想
を
研
究
す
る
辱
め

に
、
目
下
ピ
エ
ル
、
ル
ル
ー
の
作
全
部
を
佛
國
の
書
店
へ
注
文
し
て
居
る
か
ら
、
幸
ひ
に
彼
の
著
作
全

部
を
手
に
入
れ
る
こ
ご
が
出
來
た
な
ら
ば
更
に
確
實
に
既
の
問
題
に
就
て
論
ず
る
こ
ご
が
出
家

よ
う
ビ
思
ふ
。
）
さ
れ
ば
コ
ン
ト
は
ピ
エ
ル
、
ル
ル
ー
に
倣
ふ
て
彼
の
二
物
哲
學
第
四
懇
か
ら
連
帯

及
び
連
帯
的
ご
云
ふ
語
を
、
盛
ん
に
用
ひ
塗
し
た
ご
は
思
は
れ
な
い
。
爾
ほ
ピ
エ
ル
、
ル
ル
ー
の
如

く
に
強
き
入
道
圭
義
的
、
野
天
的
情
調
を
加
へ
て
居
な
い
が
、
併
し
大
鷺
上
同
標
な
三
昧
で
蓮
帯
ε

云
ふ
語
は
、
既
に
傳
落
涙
の
強
意
者
に
よ
り
て
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
心
経
濟
論
叢
」
に
於
け
る
拙
稿
h
佛

國
傳
統
派
の
鳥
籠
連
帯
思
想
」
墾
考
）
。
要
す
る
に
コ
ン
ト
は
此
の
語
を
傳
統
派
よ
り
借
用
し
た
も

の
ご
思
ふ
。
併
し
コ
ン
ト
は
早
く
か
ら
傳
統
涙
の
哲
學
者
の
著
作
殊
に
ル
、
メ
ー
ト
ル
の
著
作
を

愛
讃
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
千
丁
百
三
十
九
年
か
ら
連
糟
ご
云
ふ
語
を
、
切
う
に
用
ひ
だ

し
た
の
に
は
其
の
外
に
も
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
思
ふ
。
最
も
夫
れ
は
ほ
ん
の
一
寸
し

た
機
會
か
ら
で
あ
る
か
も
知
れ
鎗
。
ご
に
か
く
余
は
ま
だ
其
の
特
別
な
理
由
を
嚢
見
し
な
い
。

　
却
説
上
に
蓮
べ
し
如
く
、
コ
ン
ト
は
罪
科
學
の
相
互
的
影
鍛
戦
相
互
的
依
存
の
關
係
を
平
帯
或
は

連
帯
的
ご
聡
し
て
罪
証
、
更
に
赴
會
現
象
間
の
和
互
的
影
響
、
棚
互
的
依
存
の
閣
係
を
も
矢
張
り
連
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帯
止
は
連
面
的
ご
寓
し
て
之
を
論
究
し
て
居
る
。
併
し
コ
ン
ト
は
赴
會
現
象
聞
の
連
帯
を
此
の

頃
始
め
て
唱
へ
出
し
π
の
で
な
く
、
肚
會
現
象
問
に
連
帯
闇
係
の
存
す
る
こ
ε
は
、
前
節
に
於
て
述

べ
し
如
く
、
彼
の
思
想
生
活
の
登
達
の
第
一
期
に
於
て
、
早
く
か
ら
主
張
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
否

な
彼
が
ず
ン
、
シ
モ
ン
に
逡
つ
た
最
初
の
無
名
の
書
簡
に
於
て
す
ら
、
同
一
の
思
想
は
明
ら
か
に
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
第
一
期
間
に
は
特
定
の
言
葉
を
以
て
右
の
關
係
を
云
ひ
表
は

さ
ん
ε
す
る
場
含
に
は
合
致
（
0
8
し
。
o
諺
窃
）
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
る
ご
思
ふ
。

（
但
し
∩
9
ω
9
ρ
。
。
二
ω
ご
云
ふ
語
も
ω
o
H
鶯
ρ
「
蓉
ご
云
ふ
語
ε
同
じ
く
、
も
こ
法
律
上
の
術
語
に
し
て
、
合

　
意
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
∩
◎
諺
窪
ω
蕊
0
8
ぎ
築
一
ω
反
甥
の
合
意
．
∩
。
蕊
・
霧
挙
国
舛
箕
。
串

　
岳
明
示
の
合
意
、
∩
o
諺
9
ω
⊆
ω
○
Φ
鼠
崖
一
二
國
際
合
意
∩
o
話
窪
・
。
霧
乞
壱
自
p
『
婚
姻
の
合
意
等
の
如
き
で
あ

　
る
。
併
し
コ
ン
ト
の
用
ひ
る
が
如
き
哲
學
的
意
味
に
て
は
合
致
ご
課
す
可
き
で
あ
る
。
爾
ほ

　
序
に
一
言
し
て
置
く
が
、
。
。
o
ま
弓
馬
ご
云
ふ
、
も
こ
三
舟
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
・
h
の
法
律
語
を
連
帯

　
ビ
謬
す
る
の
は
、
我
國
の
法
曽
者
の
古
い
干
し
方
で
あ
る
の
で
、
井
上
氏
の
濁
和
法
學
大
僻
典
に

よ
る
ご
ω
◎
ま
巴
藝
は
全
部
的
野
係
、
全
蔀
的
責
任
閣
係
ご
課
さ
れ
、
又
8
屈
翼
或
は
ω
・
ま
ゆ
蕃
9
は

全
部
的
ご
繹
さ
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
Q
Q
O
H
箆
程
ぴ
象
o
o
客
㎡
窪
N
茜
・
或
は
ω
○
魔
臼
玉
ω
o
隔
δ
翻
。
霧
。
洋
画
§
σ
q
は
全

部
的
灌
利
ζ
謬
さ
れ
、
又
ω
島
紆
δ
窪
窟
賦
○
⇒
或
は
ω
。
臣
盆
。
。
。
ゴ
・
○
ぴ
間
お
舞
一
8
は
全
部
酌
債
務
關
係
ご
鐸

　
　
　
　
慧
ン
ト
の
瀞
牌
倉
蓮
粋
｝
田
“
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
ゴ
一
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暫
楼
研
究
　
　
第
九
十
山
ハ
驚
卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
M
闘

　
さ
れ
て
居
る
。
余
は
右
の
罪
し
方
が
果
し
て
我
國
の
法
華
者
間
に
一
般
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る

　
の
か
、
叉
法
律
上
で
は
右
の
如
く
に
課
す
る
の
が
正
當
で
あ
る
か
、
敢
て
知
ら
な
い
が
、
ご
に
か
く

　
赴
西
堺
或
は
魅
會
政
策
塁
上
の
用
語
こ
し
て
見
る
場
合
に
は
、
ソ
ジ
ダ
ソ
テ
或
は
ソ
ソ
ダ
ソ
テ

　
ー
ト
を
連
帯
ご
諜
す
る
方
が
よ
り
多
く
正
當
で
あ
り
、
又
便
宜
で
あ
る
ご
思
ふ
。
例
へ
ば
7
ω
㌣

　
臣
盆
ま
ω
8
芭
・
を
魁
會
的
全
都
恥
辱
係
或
は
肚
劇
的
全
部
的
責
任
閣
係
ご
鐸
す
る
よ
り
は
、
之

　
を
呼
野
連
帯
ご
課
す
る
方
が
一
履
簡
便
で
あ
り
、
叉
今
日
夫
れ
が
冠
會
學
及
び
肚
會
政
策
學
上

　
に
用
ひ
ら
れ
る
意
昧
を
…
暦
よ
く
云
ひ
表
は
し
得
る
ご
信
ず
る
Q
）

　
コ
ン
ト
は
連
帯
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
る
前
に
、
一
般
に
合
致
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居
た
ご
思
は
れ

る
が
、
爾
ほ
連
帯
ご
云
ふ
語
を
用
ひ
始
め
た
る
後
も
、
矢
張
り
合
致
ご
云
ふ
語
を
同
じ
様
な
意
昧
で

併
せ
て
’
用
ひ
て
居
る
Q
　
さ
れ
ば
コ
ン
ト
に
め
り
て
は
、
合
意
ご
合
致
ご
は
殆
ん
ざ
同
じ
意
昧
の
語

で
あ
る
ご
解
繹
す
る
こ
ご
も
出
面
る
の
6
、
バ
ー
ル
ト
氏
の
如
き
は
左
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
。

　
　
合
致
は
協
働
を
意
些
し
な
い
。
　
コ
ン
ト
は
協
働
を
調
和
ご
云
ふ
語
で
表
は
し
た
ご
思
は
れ

　
る
。
　
コ
ン
ト
の
含
致
ご
云
ふ
は
、
輩
に
縮
互
作
用
及
び
夫
れ
よ
り
生
す
る
相
互
畑
鼠
を
意
味
す

　
る
た
け
で
あ
る
。
此
可
の
事
は
上
に
引
用
せ
る
説
明
か
ら
、
又
コ
ン
ト
が
無
機
的
な
天
意
學
的
或

　
は
科
心
的
禮
系
に
も
、
此
の
語
を
適
用
し
て
居
る
こ
ご
か
ら
考
へ
て
も
、
承
認
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
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合
致
ビ
連
帯
ド
｝
は
、
第
四
懇
二
百
三
十
七
頁
の
示
す
如
く
、
殆
ん
ご
同
意
味
の
語
で
あ
る
。
（
守
三

　
】
直
琶
ポ
d
δ
℃
ぼ
同
。
ω
○
且
μ
δ
山
2
0
Φ
・
。
o
窪
。
ま
Φ
巴
ψ
ω
○
鼠
。
♂
σ
Q
す
明
．
ω
．
F
轟
》
島
9
σ
q
①
．
。
。
．
一
。
。
o
）

　
余
も
コ
ン
ト
が
科
幽
間
の
相
互
蓬
頭
や
、
宇
宙
諸
現
象
間
の
相
互
密
封
、
或
は
冠
會
諸
現
象
の
相

互
關
係
を
、
純
理
論
的
に
考
察
す
る
場
合
に
は
、
連
帯
ビ
合
致
を
殆
ん
ご
或
は
全
く
同
じ
意
味
に
用

ひ
て
居
た
こ
考
へ
る
。
併
し
彼
は
後
連
帯
の
概
念
に
は
総
埋
的
意
味
吏
に
宗
敷
的
意
味
を
も
含

ま
せ
て
來
た
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
か
、
る
場
合
に
は
彼
の
連
帯
の
概
念
は
合
致
の
概
念
ε
は
、
其

の
内
容
を
十
二
異
に
し
て
居
る
ご
思
ふ
。
か
く
て
余
は
コ
ン
ト
が
千
八
百
三
十
九
年
に
公
に
せ

る
麗
質
哲
學
第
四
懇
に
於
て
、
始
め
て
連
帯
ご
云
ふ
語
を
盛
ん
に
用
ひ
出
し
た
時
代
に
於
け
る
彼

の
連
帯
の
概
念
ご
、
後
千
八
百
四
十
二
年
に
公
に
せ
る
同
書
第
六
懇
に
於
け
る
彼
の
連
類
の
概
念

こ
の
間
に
は
、
稚
々
差
異
の
存
す
る
場
含
が
あ
る
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。
爾
ほ
始
め
に
於
て
も
彼

の
連
帯
の
概
念
ご
、
合
致
の
概
念
ご
が
殆
ん
ざ
一
致
す
る
が
如
く
に
思
は
れ
る
が
、
し
か
も
彼
は
爾

ほ
右
の
二
つ
の
言
葉
を
併
用
し
て
居
る
の
は
、
是
れ
彼
の
頭
に
出
て
は
、
二
つ
の
言
葉
に
早
し
て
少

な
く
も
或
威
年
上
の
差
異
が
陰
に
存
し
て
居
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
下
せ
ら
れ
る
。
而
し
て

其
の
戚
情
上
の
差
異
ビ
云
ふ
は
、
つ
ま
り
連
幣
の
概
念
は
始
め
か
ら
暗
に
倫
理
的
情
調
を
帯
び
ガ
、

居
た
こ
云
ふ
こ
ご
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
は
れ
る
。
蓋
し
コ
ン
ト
が
此
の
語
を
借
り
て
寝
た
こ

　
　
　
　
ロ
ン
ト
の
祉
曾
連
欝
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
學
研
究
魑
第
九
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山
ハ

思
は
れ
る
傳
統
派
の
思
想
に
於
て
は
、
此
の
語
は
叢
雲
倫
理
的
及
ひ
雲
影
的
意
味
を
混
め
る
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
○

　
余
は
此
露
に
先
づ
實
遊
撃
學
第
四
懇
に
於
け
る
コ
ン
ト
の
連
帯
の
概
念
の
詳
し
き
意
味
．
及
び

解
れ
ご
合
致
の
概
念
こ
の
關
係
を
論
究
し
、
次
に
同
書
第
六
憲
に
於
て
、
彼
の
蓬
帯
の
概
念
が
如
何

な
る
遜
化
を
受
け
た
場
合
が
あ
る
か
を
究
明
し
た
い
ε
思
ふ
。
但
し
コ
ン
ト
の
蓮
帯
概
念
が
、
大

に
倫
理
的
更
に
宗
敷
的
な
る
思
想
に
耳
蝉
し
た
の
は
、
彼
の
患
想
生
活
の
第
三
期
に
於
て
“
あ
る

が
、
夫
れ
は
先
づ
彼
の
思
想
生
活
の
第
二
期
、
邸
ち
實
誰
哲
學
に
於
け
る
彼
の
傘
茸
の
思
想
を
研
究

し
た
後
に
、
考
究
す
る
こ
ご
、
す
る
○


